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青少年「平和と交流」支援事業（HIROSHIMA and PEACE） 
報告会の実施について 

 

 

参加者名   ： Nikita V. Piskunov              

派遣元加盟都市（国）：ヴォルゴグラード市（ロシア連邦） 

 

行事名 
円卓会議「現代の世界における広報外交：和平プロセスと国際協力における青

少年」 

実施日 2017 年 10 月 26 日  

実施場所 ロシア連邦、ヴォルゴグラード市、ヴォルゴグラード州立大学 

対象者 

(属性･年齢等) 

円卓会議には、ヴォルゴグラード州立大学の教育プログラム「地域研究」、

「国際関係」、「政治学」の学生ならびに、ヴォルゴグラード市の他の高等教

育機関の教授たちが参加した。 

参加者数 約 40 名 

報告会の

概要等 

円卓会議では、現代の和平に向けた運動と国際協力における青少年の役割につい

て疑問や問題点が話し合われた。スピーカー達は、世界中の国々の青少年の協力

を得て、戦争や大量破壊兵器の使用を回避する可能性について話した。教育助手

である Nikita V. Piskunov は、青少年の教育交流プログラムの可能性と和平プロセ

スにおける青少年の役割について報告を行った。円卓会議の参加者は、ヒロシマ、

ナガサキ、スターリングラードの悲劇から学んだことを忘れず、和平構築におい

て現代の青少年のあらゆる取組を活用するという結論に達した。 

その他 

参考となる URL

等を記載のこ

と。 

http://volsu.ru/news_archive.php?ELEMENT_ID=22826 

※写真は別ファイルで添付してください。 

 
(提出先) 平和首長会議事務局 

   E-mail: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

  

様式 ２ 

http://volsu.ru/news_archive.php?ELEMENT_ID=22826
mailto:mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp
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行事名 国際フォーラム「ヴォルガの対話：20 世紀の平和と相互理解」 

実施日 2017 年 10 月 31 日から 2018 年 11 月 1 日 

実施場所 ロシア連邦、ヴォルゴグラード市、ヴォルゴグラード州立大学 

対象者 

(属性･年齢等) 

このフォーラムには、ヴォルゴグラード州立大学の教育プログラム「地域研

究」、「国際関係」、「政治学」の学生ならびに、ヴォルゴグラード市の他の

高等教育機関の教授たち、他のロシアの都市の国際関係の専門家、米国、ドイ

ツ、スロヴァキア、スロヴェニア、アルメニア、中国の専門家が参加した。 

参加者数 約 200 名 

報告会の

概要等 

この科学的アプローチによるフォーラムには、世界の様々な地域から国際関係問

題の専門家が多数参加した。現代の国際関係や国際安全保障について様々な観点

から議論したことは非常に重要であった。人類は皆、互いに友好関係を築き、核

兵器を止め、廃絶するためにあらゆる努力をしなければならないという結論に達

した。Nikita V. Piskunov は、このフォーラムの分科会「地方自治体の外交：相互

交流のメカニズムと形態」に参加した。彼はプレゼンテーションにおいて、ヒロ

シマの悲劇に関する歴史的な記憶を維持する重要性について、また、このような

おそろしい非人道的な行為を決して繰り返さないようにするためにも、この悲劇

の犠牲者たちとの関わりを続ける重要性について語った。 

その他 

参考となる URL

等を記載のこ

と。 

http://volsu.ru/news_archive.php?ELEMENT_ID=22974 

※写真は別ファイルで添付してください。 

 
(提出先) 平和首長会議事務局 

   E-mail: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 

 

  

http://volsu.ru/news_archive.php?ELEMENT_ID=22974
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行事名 国際討論クラブの会合 

実施日 2017 年 11 月 15 日 

実施場所 ロシア連邦、ヴォルゴグラード市、ヴォルゴグラード州立大学 

対象者 

(属性･年齢等) 

この会合には、ヴォルゴグラード州立大学の教育プログラム「地域研究」、

「国際関係」の学生たち並びにヴォルゴグラード州立大学の国際関係、政治

学、地域研究学部の准教授が参加した。 

参加者数 約 25 名 

報告会の

概要等 

国際討論クラブの会合では、学生たちは和平構築のプロセスについて様々な観点

から議論し、こうした展開が良い方向へと向かう出口を模索した。なかでも、Elena 

F. Parubochaya 准教授と教育助手の Nikita V. Piskunov は、平和首長会議のプログ

ラムで訪れたヒロシマでの経験と、この経験を核兵器の停止と廃絶のために現代

のロシアでどのように発展させていけば良いかについても語った。「国際関係」

を学ぶ学生たちが、ヒロシマとスターリングラードで起きた悲劇に関する映画を

上映した。 

 

その他 

参考となる URL

等を記載のこ

と。 

 

※写真は別ファイルで添付してください。 

 
(提出先) 平和首長会議事務局 

   E-mail: mayorcon@pcf.city.hiroshima.jp 
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